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地域の課題をみんなで学ぶ連続講座
「S
さっと

ATつなげよう名張！」参加者募集
　防災、教育などの課題を企業やNPO団体と
協力して解決する仕組みを実践的に学ぶ全2回
の連続講座です。
開催日／場所　
　11月12日土／武道交流館いきいき(蔵持町里)
　11月26日土／防災センター（鴻之台1）
　いずれも時間は午後2時～4時
講師　松井 真理子さん（NPO法人市民社会研
究所代表理事）

定員　30人  ※先着順。参加無料
申込　11月11日金までに、電話で問い合わせ先へ

 市民活動支援センター　  63‐5325

「青色決算」、「年末調整」
説明会開催

■ 所得税の青色申告決算等説明会
日時　11月17日木 午後1時30分～3時30分
場所　ハイトピア伊賀3階（伊賀市上野丸之内）
日時　11月21日月 午前10時～正午
場所　防災センター（鴻之台1）
◎青色決算書用紙などは、国税庁ホームページ
から出力できます。

■ 平成28年分年末調整等説明会
日時　11月21日月 午後1時30分～3時30分
場所　防災センター（鴻之台1）
◎説明会の書類は、対象となる個人または法人
に事前送付しますので、当日持参ください。

※防災センターへは、市役所駐車場をご利用ください。
 上野税務署

  白色・青色申告に関すること   21‐0289
  法人・年末調整に関すること   21‐0953

日本の文化を英語で発信
国際交流イベントを開催

　つつじが丘小学校と南中学校が取り組む小
中一貫教育のプログラムの一つです。
　子どもたちが、外国人や地域の皆さんに日本の伝
統文化を英語で伝えます。ぜひ、ご覧ください。
日時　11月20日日 午後0時45分～3時30分 
場所　つつじが丘市民センター
内容　和太鼓の演奏、能の舞、
忍者・茶道などの体験

◎参加無料。申込不要
 南中学校　  68‐0022

国民健康保険税（第5期）11月の納税（納期限…11月 30日水） 　収納室　  63‐7439

11月 10日～平成29年 3月 30日毎週木曜日午後1時～５時（平日）
※平成 29年 1月から時間を午前 9時～午後 5時へ拡大
※平成29年 4月から毎週水・木曜日午前9時～午後5時の本格運用を予定

　救急隊員 3人が救急車で市立
病院に出向き、病院内の救急処
置室や、医師などが同乗する場
合の救急車などで、観察要領な
どの基礎実習や心肺蘇生、点滴、
薬剤投与などの救命処置実習を
行うものです。
　また、実習中でも救急車の出
動要請があれば市立病院から出動する準備も整えていますので、救急
体制を維持しながら病院での実習を行うことができます。

「三重大学医学部医学科推薦　
入試地域枠 B」推薦希望者募集

　地域医療に携わる医師を確保するため、三
重大学医学部医学科推薦入試「地域枠B」の出
願者を募集します。 
※出願は市長の推薦が必要となります。
推薦要件　次の全ての要件を満たす人
①三重大学の推薦要件を満たす
②扶養義務者が市内に3年以上居住している
③卒業後、県内で地域医療に携わることを確
約ができる

推薦枠　2人以内　選考方法　面接　
申込　10月26日水から11月15日火までに、推
薦依頼書などの必要書類を揃えて、学校を通じ
て、問い合わせ先（〒518‐0492 鴻之台1‐
1）に持参または郵送ください（期限必着）。

※持参の場合は土・日曜日、祝日を除く午前8
時30分～午後5時15分となります。

◎詳しくは、市ホームページおよび「三重大学
推薦入試学生募集要項」をご覧ください。

　  医療福祉総務室　  63‐7579

ふるさと学習「なばり学」
協力事業所の募集

　義務教育の中で、子どもたちにふ
るさとへ愛着を持ってもらうため、
名張について知り学ぶ、ふるさと学
習「なばり学」を創設します。
　学習資料集には、自然、歴史、産業、伝
統、文化、人に関する名張の自慢や魅力を掲
載する予定です。
　そこで、子どもたちの学習にご協力いただ
ける市内事業所を募集します。
協力内容
▼児童生徒の見学　▼職場体験学習の受け入れ
▼出前授業・講話  ▼教材のための取材　 など
◎詳しくは、問い合わせ先へ
 学校教育室　  63‐7882

消防と市立病院が連携し救命率の向上を目指す！

 名張消防署 救急室　  63‐0997

名張市救急ワークステーション
試行運用開始

医師などから指導を受け、処置技術の向上を目指します
　救急ワークステーションでは、私たち救急隊
員は医師などから直接指導を受けることになり
ます。傷病者に対する初期の治療だけでなく、
その後の経過を含めた実習を行うことは、救急
救命士を含む救急隊員の能力向上や、医師と隊
員の顔の見える関係づくりにもつながります。
　この新たな取り組みを生かして、市民の皆さ
んに、よりレベルの高い救急サービスを提供し、
救命率向上を目指していきたいと思います。

　夫やパートナーからの暴力、職場などでの
セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行
為など女性の人権に関するさまざまな問題に
ついての相談を電話でお受けします。相談は
無料で、秘密は厳守します。
受付時間　午前8時30分～午後7時
　※土曜日・日曜日は午前10時～午後5時
相談員　法務局職員または人権擁護委員

女性の人権ホットライン
 0570‐070‐810

 津地方法務局人権擁護課
　  059‐228‐4193

11 月 14 日月～ 20 日日は
全国一斉「女性の人権ホット
ライン」強化週間

（ゼロナナゼロ のハートライン）

　近年、救急救命士が行う救命処置の範囲が拡大されており、救急隊員
たちの救命技術の向上が求められています。市では、救急隊員の知識・
技術向上を目的とした救急ワークステーションの試行運用を開始します。

名張消防署 救急救命士
大林 和彰

■ 救急ワークステーションとは…

■ 試行運用期間


